
地下費源調査所a且

部珊
闘 J書

地

質

調

査

所

報

告

第
九
十
五
披

⑬ 



頁一一一四
隠
四
四
七
七
九
ぺ一ぺ一

一
一
（
英
文

正

誤行
一一一
九四

一
一一一O

長

ぉ・角角業銭，ν 煉 E

l垣千千 却

I g枚枚用鎖リ練叫



第
九
十
五
披

大
正
十
五
年
九
月

地
質
調
査
所
報
告

目

ヲた

十

勝

岳

爆
資
調
オミニ
ι主

報

交

頁

兵
庫
岡
山
雨
防
廊
下
枇
鎖
概
査
報
文
：
・
・
：
：
・
・
・
：
・
：
・
・
二
七
頁

山
口
島
根
雨
服
廊
下
枇
鎖
、
概
査
報
文
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
：
・
五
三
頁



十

勝

岳

爆

務

調

査

報

文



十
，，...『、，，......、，ー『、、，，h、、，，....、、，，...『、，，....、、 F園、、，匝『、、

九 八七六五四三ニー
勝

、』，J ～ー，J 、－〆、ー，〆 ／ 、回.／、同.／、』H，，、－＂

岳
結爆被爆爆爆地地位

爆議 義援護 置
論後害 ノ ノ 以質~及 日

雪美・．
ノ 賦前前 J司ずA己f

朕 出徴 ノ
．． 

通 調
況 蹴 ヲた

査．． 

況 ’． ・．． 

．． 報
． ． 

－ ． 文， ムヨ ．． ． ． ． ． ． 

． 

． ． ． ． ． 

． ． ． ． 

． ． ． ． ． ． 
． 
: 

．． ． 
．． 

． ． ． ． 

． － 
－ ． 

． 

． ． ． ． 

． ． 

． ． 

． ． ． ． 

．． ． 

． 

． ． ．． 

． ． 

一 一 一 一一
五四一一 0 九七五五
頁頁頁頁頁 頁頁頁頁



両方十 結月大 十
ヲ約勝 果三正

；亘五岳 ヲ日十 勝
里 J、 報十五 岳
ノレノ北 告勝年

とごモ地海（ス岳五 爆
一是ニ道一 ノ月 否姿
＼、dノ ＼』ーノ

ヲ アノ 中二

地リえ！日各位 1m 十 調
以上中 吹四

東宮央置 上日 査
良ニ及 協十 報
山野位 泉勝

形勢ヨて交 ニ 岳 文
急ヲ石、首 到爆
峻十狩 1国 看護

、 （

＝勝十 シ セ 大
シ -/Ji・ 勝、 爾ヲ 商正

テノノ 後ト工十

道西図 十上ノ 五
路麓境 日報 技年八

J、ナニ 間ニ師月

経 Jレ跨 爆 接 稿、、J
ニ山 P、 援で 佐
人加富 ノ 同

馬ニ良 ~I犬月

ヲ至野 況ニ藤
遁 Jレ線 ヲ十

ジ約上 調日

得二宮 ft 東 文
ル里良 セ京

ノ ・ノ野 リヲ

問羅 芝2護止
ナ J、ノ ニジ

ヨ工
リ車東 其六

。明



綜今 口 一八 ーー 央 モ 前 園 ス 南 ノ 十
ノ凪ι、同 内 確． f国 位 火大 ーー 形 カ 西 山 勝
る〆 ノ ノ ノ セ 口 一 J、 ヲ 如方 嶺岳
テ 爆 モ ヱZ 噴 ノレ 丘 シ ユロクト~ ナ キ ーー． ヲ J、

該護 ノ ヒ 気 爆 ノ プ 外 ミノ
__,_ 
走 経 海，、、

爆 ヲ 中 孔 裂 北他 輪 プ ｛固 Jレ プ 抜、
裂 際 第 央 宮、 火東 J、 山 北 ノ 山 遠ニ
火 三／ 一一火 集 口 部何 ノ 西 奮・ 服 ク 千
口 第 礎 口 ミ／ 内 v 内 方 火 ヲ 大 七、
一ノ 一 ト 丘 硫 一 一司王 仰j 口 形 雲 十

原 磁 稽 ノ 貰 J、 f国 開 ア 成 山 七
芳i ~暴 セ 中 ヲ 噴 J、 サ 五 キ '} ミ／ 一 米
ヲ 裂 '} 央昇気 南 ク ｛困 中 其 テ 連 ノ、
想 火 ナ 事 孔 部長 ノ 一 ノ 石 亙高
像 口 JI〆 セ ア 軸爆硫 十 狩 圭J 距

;:;t. ノ 爆 リ リ 位 ノ 裂 貰 勝 十 南 ヲ、
Jレ 西 裂 此 プ セ 長 火 山 岳 勝 西 有

一 墜 火 中 中 リ
（ 
サ 口 ト ノ ノ 方 シ

略 J、 口 央 央筆六 ア 稽 北 雨 J、 其
「

楕 大 内 火 火 六十 リ 主主 西 図 上 北、
国 音E ノ 口 口 版 米 中 Fレ 音E ヲ オミ 東

背3 牙 モ 正 正 参 以 央 中 ーー 書tτz 方
ヲ 崩 ノ ノ ノ 照下 火央 ア コζ カ .；，、、、ー－－＇、 、 -. 
ナ 壊 ヲ 北 北 中 ノ 口 火 Jレ 十 メ オ

ジ セ 第 西 西 央椅正 口 司E 勝 ツ フ．

其 Jレ 二部方 火 園 ノ 正 ノ 岳 タ

長 司王 磁ナ ノ 口 形 中 ヲ J、 附 ク プ、
軸疏 其 ノレ 傾丘 ヲ 央 園 直 近 山 ジ

＞、 寅 ノ 硫 斜 ノ ナ 一 よ‘ 径 一 ーー ケ
略 山 南寅 面 中 シ 位 今 約 J、 連 γ
南 鎖 部採 ーー 央 プ コζ 同 八 第 '} £‘ 、
北 夫 ノ 取 ご巳』 及 一ーー ノレ ノ 百 五北 フ

一 ノ 爆場 亦其 ｛固 ごE 爆米 版東 ！ウ

走 談 裂 ヲ 四 南 J、 ノ 議 ノ ーー ヨ ミ／

ヲ 火第 十 音E 中 最 以 宇 刀t リ 等 ノ、



十 ヲ 十 fJX; 経J ノ 噴 十 十 長
勝 合石 ナ 勝 下 傾 主日 気 米 米 サ

岳
、、 英

ス 岳 ス 挙｝ 三／ 干し 夏 ヲ 約

附
字詰 粗

西 硫 ア 算 一色 面 一
近 放岩 麓 ナ 貰 ヲ 手ヲ ジ 百
ヲ 玉栄 ノ ／’『、、

9 山 プ 七 西 四一千毒 ーー 自 華 一 海 ノ ;ffj 米 （則 ー「一ヨ 色 ＼』J

抜西成 ヲ 地 国 ｛氏 米
ス 7‘ 曇 ‘性 地

-L. 
部 牙J 下 於 短ノ、

Jv 充 シ 丘 百 主ヰ ヲ ジ ？ 軸

岩
嘆 1責主

陵 米 面 ナ プ ノ、 ノ
セ 品

石
フ
ノ、 t也 内 ノ、 ジ 火 J: 長

ノ、 11/ 石 J、

質
外爆長 口 サ

雨
英

王 ノ 裂 車白 庇 三ヨ 手ヲrj3 

輝 性 f也 火 ノ リ 五
石 長 石 予占 口 長 珪 可fう 十

安 石 英 ヲ F付 サ セ イA 米
山

及
粗 近 ＊ヨ リ 一害主 一

コル壬エとfー 面 吾 一 叉 フIt雲 一 ミ／

及 -/J.j: Z叫5- t也 方そ 十 南 プ

主 三豊 及 i空 プ 米 1ftiJ ジ 火
集

り
其 ノ 約 短 ノ ア 口

塊
成

凝 地 三軸 火 底一
疋uヨ5「 高lj 双 貌 十 ノ 口 段 ヨ

成 Zτ1玉' 度 長 竪 正 9 

ジ
分

ヲ 鑓 ノ サ 一 ヲ ノト
9 急約 形 品ラ ジ －＇・、

三ノ
「

一 プ 成 途 作買 十 大 成 サ
燐 ワ 奈：； 五 噴 三／ 東、

ノ、 1f.. 十 富 ヲ 米 キ 其 i則
石 」

火 及 勝 良 ナ ナ 最

山 風 岳ー 野 ス リ 都 大於

!tヨ，「 fぎ ノ 平 モ ジ フ、 1/1日 プ

居
子

基 野 品現 モ ノレ 約 手ヲ
鎖

ーと
ヲ 盤 弐 ノ 大 七 七



ぺ

該

安

山

岩

質

熔

山

石

川

山

従

ノ

石

英

純

白

岩

ヨ

リ

新

期

ノ

噴

出

ニ
係
リ
、
少

ヨ

リ

ア

被

涜

セ

フ

モ

三

岡

ニ

瓦

リ

近

接

セ

ノ

、
如
ジ
、
即
チ
第
一
期
ノ
熔
山
石

川

灰

色

ノ

合

槻

慌

石

雨

師

司王

;i〆

ナ

ク

ニ

贋

ク

一

分

布

シ

屡

々

集

塊

岩

ヲ

伴

ァ

、

第

二

期

ノ

シ

テ

、

硫

黄

山

ノ

北

西

部

石

安

山

岩

ニ

モ

ノ

ル

灰

白

色

ノ

南

町

石

安

山

岩

ニ

ノ

ハ

硫

黄

山

シ
ア
、
第
三
期
ノ

十

勝

岳

頂

上

附

近

ニ

露

出

ス

ごε

ニ

第

一

期

熔

岩

ヲ

被

覆

シ

ア

流

出

セ

リ

美

瑛

楓

泉

ノ

方

向

ノ

、
如
ク
、
黒
灰
色

b
F

レ
い
校
μ

ヨ

ノ
」
寸

AM
H

Z

4': 

ノレ

ジ

ア

合

搬

撹

石

市

輝

石

安

山

岩

一
層
シ
、
其
分
布
A

地

形

上

額

著

ナ

多

孔

質

ノレ

司王

ノ

ア

リ

第

一

期

限

府

茨

色

ニ

V

テ
斑
円
川
ハ
主
ニ
市
同
友
長
石
、
車
川
川
町
石
及
紫
蘇
綿
石

ヨ
リ
成
リ
、
少
量
ノ
徴
税
石
ヲ
合
、
、
、、石

基
ρ

長
石
、
川
町
石
、
磁
銭
鋭
、
波
球
等
ヨ
リ
成
リ
一
ピ
ロ
タ
キ
シ
チ

y
p
」
構
造
ヲ

主

ス

第
二
期
防
岩

l
茨
白
色
ニ

V

デ
斑
目
凶
ハ
中
性
長
石
、
紫
蘇
郡
石
及
躍
机
判
断
岬
石
ヨ
ワ
成
リ
石
基
戸
長
石
、
即
時
石
、
磁
鎖
鋭
、
攻

珠
山
舵
一
サ
ヨ
リ
成
リ
「
ピ
ロ
グ
キ

V

チ
ッ
ク
」
秘
迭
ナ
一
一
小
ス

第
三
期
総
岩
｜
黒
奴
色
多
孔
質
－
一
シ

テ
斑
品
川
主
ニ
前
日
決
長
石
、
間
半
訓
郡
石
及
紫
蘇
結
石
ヨ
リ
成

w
t
bノ
最
ノ
徴
税
石

ヲ
合

、、、、
石
北
川
内
政
球
質
ナ
リ

硫

黄

山

新

爆

裂

火

口

内

ノ

地

質

ハ

全

部

之

ヲ

検

ス

古E

モ
、
主
、
南
西
部

サ

リ

シ

ノレ

::2 

塊

岩

露

出

ジ

、

中

央

火

口

E
ノ

北

部

科

面

モ

亦

同

岩

ノ

露

出

ヲ

見

ル

ヲ

以

ア

恐

－プ

ク

中

央

火

ハ
荒
塊
山
石

ヨ
ソ
構
成
セ
一
フ

日
正

ノレ

ナ

ノレ

，、、

シ

ごE

ノ

、

i¥ 
J、

園田園町田 園 陸回盟国圃聞..：＇

集



立米 叉 硫 態 LU 日宇 及平絶 硫
乞ノ 方短 硫 黄 J、 地銀 同 山 ニE 貰

カ 米軸 貰 LL! i列 一 J、 ー「 徳 ス 山

本 ナ ノ 山 間年 於疏 四 治噴 附

年 Jレ 長 δ歩5 近 一 ケ 寅 年之 ，出 近
一 ，、、 サ 一 比 JI〆 山 ノ 1J ジ

f「、、

一 一
月 さ／ 約 制＼（ 方合 シ 積探 r年経居 黒占 四

、』ーノ

末 雪ロノ1i 二＝孟プー ノ プ 約 王司寺:; 取 産管・ リ 在

水十爆 がj 一 ノ 場 額 シ ス 爆一 一
i部 ...L・ 裂 三十 服 従一 r、 ノ、 モ ノレ

フ立ぜ起ぇ
時 ') 米 火 米 日 態於夫事 ノ 数、

以潟 ノ * 口 ナ 間 ヲ プ 々 ミ／ ー十

* 生深 底
リ 選 見約’千 可匂 シ ノ

日目
シ 手ノ 平 シ レ )I〆 一 --'-- 五 プ 噴一 ，、、 ノ

一 タ 均
ノ、 モ ！曝 一 千百 十約 気

月 ノレ 一 朽？ ノ 議 本噸 一 本 二 干し 放一． 
一 ノ、 一 国

、 嘗 年 フじ 十 ノ -r- ヨ 況
至 昨米 牙5 女日 時 一 山 七 煙年 リ

ヲ {f ナ ノ シ .＞、 λ 事噸 道 前 J、

再 八 リ 水 フじ リ 務 及 一 ヨ 従
ヒ 月 三／ 溜 山 テ 所 千 依 リ 来

百首 ト リ 事 ヲ 七 リ 硫主

水 ジ :z;; ア 務 リ 於百 明 貰
セ プ ブ 所 降 プ

....I...... 
気 ノ ill! ／、

、
ノレ ー「 ヲ プ 肝I雨約 十 硫 折z 硫、
司と 二以 其 近 量八九 武 取 酸
ノ 月 プ 長 一 少十噸 ヲ 硫

ナ 頃其軸 於 ナ 噸 一 採 着化
リ 其水 ノ ケ キ ナ ジ 取 手 水

下旬 水 量長 ノレ 2器 リ テミ／ シ’ 素、 、 、

爆 量 ノ、 サ 積 メ ジ 燥大 爆及

喜造 最約 手ヲ 零 高血 援 正 議 水

嘗 モ 千 四 手ヲ 雲 ヱヰ 営 ー十 首働 蒸
日 多五 一「 一一 ノ フ 時三 時 ー気
ノ、 カ 百 一 米 ；伏 ノ 年 J、 ヲ一ゴL



本 大 貰 !) サ 磁 疏 － ー ヲ 爆 ナ 前

牛 正 一 疏約爆貰 J、 震 接 リ 日

一 十 復 貰三裂 山 鑓 拐、 ノ 辛／ ヲ

λ 四 セ f召 十 火 地 化 ト 徴 ト ヲ

ヲ 年 !) －＇，、
_.__ 
口r、 下 ナ :A ｛長 z;: ノ

プ 十 熱 米 底 ノ カ ノレ ト
／戸『、、

フ 品目
ヨ 一 湯 主主 J、 火 !) 地 ~~ 五 雨一
リ 月 ヲ 軸熔 山 三／ 震 i‘ 

、、..－／
向

一 一 t甚 ノ 融 活 ト 2、 ，、、
爆 撒一 一

月 十 ，崎、 長 疏動 ヱミ 全 キ ーマ

中 手ヲ サ 貰 J、 フ 然 J、 護 ス一
日 竿 がJ 近 ナ 月烏

ノ
旭

J、 午 箇 九 ヨ 年 ク 動 JI! 、

雨 f麦 月 米 !) 一 叉 ノ 同rj illlJ 
一 九 間 プ 至 吹 、、、

徴
｛民一

度 時 車芭 ミ／ 部 !) 上 － ー 所
ノ 第 よ:c. プ サ 精子I f毘 シ ノ

鳴二 ヌ． 深 v 次 泉 プ 観

動 械
_.__ 
サ 2志 其 主 旭 問j／、

ア 内 米 示ヲ メ 勢 ノ JI! 
リ ノ 一 一 ヲ 言炎 担lj 依

プ 爆 高 五疏 増 候 Lノ

第 礎 サ 米黄 シ ヨ 所 J、

一 起 一 ナ 招 大 L〆 ノ 上一
砿’ り 噴 ヲ ノ 正 J、 観 富

ヨ 前 湯 シ 稽 十 告ロす~ 担リ 良
リ 記 ミ／ ト ア 一 t且 野

茶 ノ タ コミ ヲ 年 泉 ヨ 市

椀大 Jレ フ ミノ
--1...... 

ノ f査J，、 レ

大 噴 f変 同 ヲ3 月 温 ノ、

頃
、

ノ キ 再 年其 度 十 於
」

完tヱ玉, ヲ ヒ 八長 一 及 勝 プ

礁 生 熔 月 車由 J、 湧 岳 ー「
飛 セ 百世 ノ 第 出 同J 九
散 リ 疏 至 長 一 量 近 托ー一 。



ジ ヒ 砲 五 十 一 日 一 越 第 一 ジ、
--'--

、
プ 該聾 月 ，、 ジ 一 ミJ ，句、 一 月 約
爆音 ーー 一 日 ア 至 プ プ 破 ... ・、 一一 一
号菱 響似 十 一 十 リ 正 五 ーー 概百
後 J、 タ 四 J、 一 第 午 月 t住 ネ 米一
直 山 ノレ 日 ~ 火 日 一 頃 四 積 卒 ノ-L  一
チ 力日 5!!! 午 ノ、 焔 ヨ 碩 ーー 日 セ 議 距
鎖 後

、』J
至未一 キ ノ リ ノ Jv ナ 離

フじ 山 爆零 爆 昇 d，、 大 リ 明 硫 ') ーー

山 事昔 時 Jレ 特 噴 鳴 ヨ 寅 ジ 及
事務 相 宇 後 ヲ ーー キ 動 リ 原 ごE ，、、

所能
（ 」

務 山
ノ
見 空 止 鳴 鏡 四 リ

所 附 キ 力日 タ 震 爆 、、、 動 約 月
ヨ 近 プ 鍍 状 リ 激 苦聖 タ ア 五 五、
') 一 山 其 v ヲ リ リ ー十 日一 況方そ 同 事 後 ク ナ 翌 吹 噸 － ー一
名 / 起 務 鳴 上 三J 五 上 ヲ 至

現約 リ 所 動 富 少 日 温 燥 リ
-, 

場ニ黒 ノ 止 良 』主ヨ立． 及 泉 失 大
ノ ー「 煙 時

、、、 野 ノ ー..L. 一 セ 噴／、

調秒上計 一 市 降 日 プ リ キ

査 間 昇 一 時 街灰 ーー J、 活

纏 ヨ 平 一 ア J、 風 動

向 t責 共 ノレ 静 於 リ 同 ノ ジ
） 

ヒ セ 一 硫 一 プ 其 様 女日 ノL
タ リ、 雷 貰 復 硲 後 ノ キ 日
ノレ 是 鳴 山 セ 子 鳴 鳴 音 ヨ

モ Lノ 一 ノ リ、
ヲ怠升，，. 動 動 響 9 

濃 第似西 一 及 一 ヲ 十

霧 一 タ 方 戚 噴 一 聞 日一
ノ 同 ノレ 下 三J 煙 同 キ、
1詰 ノ 轟 音店 盆 宛 噴 至
メ 爆音 一 五 々 ア 煙 ノレ

其 議 ヲ 嘗 日 SI リ 旺 間、
扶 ｛宇 リ 及 盛 七 盛 一



約 一 ジ 同 生 司云 7 きロ~ 泉 水 ヲ 火 況

二似 者 方合 日 セ ノ 其 爆 J、 ノ 見 口 ヲ

-i- タ ア プ 午

’ 
、珂3 裂 舌口1北~ 流 タ 生 審

分 ノレ リ J、 後 女日 月犬 火 泥 下 リ セ 一
問 最古 美 障 四 ク 及 口 水 セ Jレ 『亮

能 音瑛 子 tf.'i' 直 大 J、 ノ ノレ :z.¥ 司と 察

t貢 之 一 十 極 サ 第 2君 音 フ ノ ス、
セ 一 於｛殻 A 約 ヲ 一一 メ 響 f暴

、 ノレ
ヲ t陸 プ 動 分 一 確 同 理． ナ と日E乙 京日 :::? 

一
王仁正I キ J、 ヲ 頃 百 λ－ヒ令 ノ 1受 ノレ 一 ク、
lノ 山 全 戚 第 米 ジ 爆 セ ，、、 能 附 fl”E ・. 

泥 力日 然 ジ 一 深 革在 費 リ ク ケ 近 ノ、一
7]( 之 タ 同 サ キ 一 ト ~~ ノレ 一 サ
ノ 山 ヲ リ ノ 車ヲ 司壬 ｛宇 ヱミ ~ 是 雷 J、 リ、
流 事 聞 爆 五 踏 ヒ フ 裂 鳴 降 ミ／

下 1事 カ :z.¥ 設 十 査 シ 火 "J:J( カ

セ 所 サ フ ア 米 許邑且... 泥 口 ｛以 硫

Jレ 附 ヲ 司E リ 時 7）く ノ タ 主： 貰、
ェElι lli: ジ 」二 見，、 三／ ノ ノ 北 ノレ 山

響 官E日－ 音 プ 地 Ji;; 西 主草 大 第

於 :z.¥ 良 ＿，.、 主 形 メ 方 ＝日主主． サ 一一、
一争〆 プ フ 野 第 内 ヨ 其 約 ノ、 一 磁

プ 手ヲ 爆市 一 音IS 一 一 恐 米 ノ一、
一 内美 一 音街 同 及 想、 千 フ ~t 

瑛 分 ノ 周 ｛象 ノ、 米 ク 外 西

Jll 間 共於 司王 国 ス 埋 ノ 多 ノ 方

及 上 / ノ ノレ 1笠 下 数 熱 約

富 富 黒 J、 ヨ J、 ーー 或 昔日 ノ キ 千

良 良 煙音 多 自在 ノ、 ーー 完1-L王, 岩 米

野 野 天 響 ~~ 数 困 破 位 塊 塊 ノ

JJI 市 一 ヲ ク ノ 形壊 ス ヲ ノ 下

流街 i中 聞 吹 噴 ヲ セ JI〆 ｛宇 散
域 ーー ジ カ 上 気 ナ Jレ 美 ，、、 在． 一一
J、 方合 話’ サ 干し セ ヲ 瑛 ;1〆 セ ~'o;思？ 

拡j プ 月烏 泉 ヲ Jレ 0. ・U四Ill 泥 Pレ 裂



（イ） 黒 流
') 入 叉 上 ナ 火、 口 十幅 央 期Jf暴 色 ノ
空 口 火 昇 セ 口 丘 米 約 火 爆裂 領 3号
i同 ノ 口 三J Jレ 内 ノ、 ナ 一 口一 裂 火 洋 メ

底幅 西 附 司E ノ 原、 リ 百 正 火 口 』犬 多
ーー 高 南 近 ノ 東 牙2

、
gp 一 ノ 口 第 ノ 大

J、 サ 壁 ノ 南 部 ヨ チ 十 西 ノ 七 期J ノ
徴 及 ノ 岩北 ヲ 其 米 音E 中 版 熔惨
量奥 集 壁 J、 t住 面

、
中 斜 』十I、. 盛 疋'i- 害

ノ 1T 塊 －＇・、 連 第 算 積 央 面 ノ、 日召 火 ヲ
） 

水 各岩 責 リ 一 3え J、 音E ヲ 疏 山 蒙一
韮 約 中 色 プ 破 Jレ 車ヲ ノ 爆 責 5車 L〆

気 六 叉 建 奮 一 十幅 破 山 ヲ リ、
及 米 J、 ..＞、 存 爆 恐 一 手ヲ 崩 第 飛 爆
硫 一 赤 ミJ 裂 フ 高ニ 壊 一 散接一 一
イと シ’ ｛固 褐其 口 ク 卒百 三／ 務長 セ 一
7]( プ ノ 色 基 ノ 約 方 八 火 ノ リ ｛宇
素 其 空 ノ 底 西 四 米 十 口 ;Jt フ

ノ
一J向、、 f向 昇 部 壁 百 米 J、 西 降

噴 音E 現 事 四
、

ジ 長 北 2友
気 J、 J、 物 J、 思 -i- プ サ 々 一 J、

箇 更 v 数 J、 高 崩 約 西 接 泥

庭 一 東 ヨ 多 Jレ ム．L t五 四 方 ミ／ 7]< 

ア 直 部 リ ノ 、 方 セ 百 一 テ 流
ノレ 径 ノ プ 噴 音E 米 Jレ 一 閲 生 下一
ノ 約 t 被 気 分 ナ 土十 ク 三／ ノ、
、、、 一 ノ 覆 JL ノ Jレ 砂 米 馬 第 後

一一 米 J、 セ ヲ 爆 ，、、 岩 一両？ 一 迄
シ ノ 北 フ 生 破 ジ 清 シ 'Jf5 破 能

テ 西 Lノ シ ミ／ ノ 」ノ ヲ ノ t責
内 陸 方 タ 白 プ 量 深 ナ 存 ジ

壁道 リ 煙 大 J、 サ 三ノ 在 最、
開 物 塊 中 手包 開 セ 後

J、 連 口 E基 』犬 央百 口 )Iノ

昇 v ジ ク ヲ、 火 五 ノ 中 灰



（ロ）

流 メ フ乙 美 部第 泥 旺軸 以 ク 酸各華
（ 

瑛 一 盛ジ 第 山 ノ 一 水 .；・、 上爆 曹約 物

M 四 事 }II 一 同 第 ナ 略 ノ 接 達 四 ノ
水 版 務 十 ノ 五 ヲ 南 大以 ヲ 米 皮

ヲ 第 所 出 度 大 版 キ 北 爆前 合 － ー 殻
メι~、 ヲ プ 一 爆 参 第 一 裂 ノ メ 三J ヲ、
シ 園 襲 残 近 号妻 照 一 走 火一 地 Jレ ア 見、．，，，
富 盆ぷコλ ヒ リ キ 一、 版 リ 口 下 青 奥 ス

良 占苫 一 ノ 念 ｛宇 第其 ノ 水 貰 部西

野其 棟 大 斜 ヒ 二長 外道 色 ヨ 苦E
卒勢 宇 音日 面 テ 国 サ 其 タ ノ リ ノ、 ） 

野 ヲ ヲ ノ、 ヲ 拠 約 北 リ 鐘 湧 モ

一 力日 麗 富 下 出 五 音E ミJ 乳 * 
ノ

出 ，、、 三／ 良 ？ 主oc 十 弓三 石 ジ J、

プ 積 タ 野積 J、 米 モ ノ 賦 亜北

、雲 Jレ Jll 雲 爆 短 亦 ナ 叉 硫 々
銭表 ノ ノ ヲ 破 事由 Pレ J、 酸東

道 土
、、、 上 融 見‘i月. ノ 爆 ，、、 石 ヲ 方

急車 及 一 流 る〆 壊 長 裂 三J 包＂~Jず 噴 一
路 樹 辛〆 ヲ ツ セ サ 火 版 出 開

ヲ 木 プ 横 、 ノレ 事官 口 ノ ミ／ 口、
破 ヲ 十 切 一 土 一 沈 空 ジ一
壊掃 一 リ 音E 砂 十 ｛困 澱洞 入一 、
ジ 諜 棟丘 J、 完... 玉， 五 ヲ 物 ノ 口、
水 辛／ 宇 陵 美 屑 米 生 ア 西 ノ

田 プ
ヲ ヲ瑛『E子ヨ~ ヲ セ リ 壁 幅、

ヲ 富 倒越 合 ジ リ 是 ネヲ

埋 良 潰 ，、、 山 メ プ 桔て 等 J、 五
メ 野 或 プ 雨 ノレ 調 園 ノ 硫 米

家 Jll ノ、 卒 温 泥 査 形 』ぎムそー・ 酸高

屋 流 山 泉 水 営 ヲ i同 警事 サ
ヲ 沿 失 鋸 ヲ ノ、 時 ナ J、 土及

流 ヒ セ 業 襲 北 噴 シ 恐 及奥
ミJ 奔 シ 所 ヒ 西 煙 長 フ 硫行、 四



距 温 * lli:. 流 濁 一
。後 勿・ιu・ 農 * 濁 幾離泉 ヲ ヲ 事〆 流 ヨ 五 八 チ 場 J、 流多

一一 溶 通 プ ノ リ 米 時 一 北 一 ノ ノ
粁於 ヒ 過 上 逮 埋 宇 シ’ 一 時 上 人一ヲ プ プ セ 富 度 f受 ナ ーー プ 十上 富 命
約爆元 Jレ 良 大 セ 9 至 氾三 富 良 ヲ、

良 奪一 菅 山 際 野 ナ フ 同 ノレ 濫 競 野一
分 ヲ 事 ~，、 市 リ L〆 日 モ 浸 同 野 市 ヒ
宇 開 務 更 f苛 ミ／ :)l タ 向 ＊ ・二 原 街 去
ヲ キ 所 ーー ＝＝ 9 案。 鍍 セ 十 野 ーー 1ノ、
要 タ ヨ 含、 至。 泥 一 道 ノレ 四 襲 ヲ
ジ Jレ リ 蓮 達 ~、 土 至 乱軍 競 t巴 来、
プ 後 避 度 セ 僅 ノ ヲ 路 共 問 濫 セ
疾 約 事立 ヲ yレ 々 厚 時』 上 ノ 停 Jレ

走 五 ジ 有 一 一 サ ク ノ 上 埋 滞 J、一
セ 分 来 セ ヨ 十 。退 浸 富 防 セ 午
ノレ ナ 1ノ ミ／ リ 七 一* 水 良 映 ノレ 後
司王 リ Fレ 司王 プ 分 米 セ 約 町’ 潰 司王 四
ノ る〆 鏡 ノ 司王 一 乃 Jl〆 一市 ミ／ 漸 時
ト 夫 、 想 シ 至 弓E 米 街 中 ヨ穴 四
推

、
減十:z:¥ ノ 如 像 プ 二・浸 ーー 附 富

定 フ 最 ク ジ 爆米 水 及 近 良 水 五
;A. ヲ 初 吹 千尋 裂 一 匿 ヒ ノ、 野 三／ 丹
v 以 上 Jレ 火 ジ 域 翌 五－＇＂五~ 石 午爆
J、 ア 同 f且 所 口 ブ 一 一 々 '" 後 i議一爆元 温 泉 ナ ヨ 卒 帯 十 減 固 --'- 後／、
裂 山 泉 主 ノレ リ 均 .；・、 五 水 f豊 時 一一火 事 ノ カ 約 。全 日 セ 鎖 頃 ー「、
口 務 歪リ E定 冗二 四 ク 午 ヲ 道 上 七
ヨ 所 着 」・ 山 十 米 泥 前 然 志望 富 分

） 

9 温 セ ヨ 事 四 ナ 土 一 v 路 良 一一約 泉 Jレ レ 務 粁 Jl〆 及 時 以 野 ジ

一 間 .；，、 ~、 所 ヲ ，、、 流 一 司王 西 島 プ一
五
五 ノ 同 泥 附 奔 ジ 木 J、 午 J、 津 i謁



瞬 推 下 陵糎 ヲ 樹 ス 表 ス； 現 泥 ジ 粁

時 法リ 音E 上 乃 蒙 木 Jt〆 土 山 ヲ 水 gp ノ

一 .A ヨ 一 至 v ノ ト J、 事 有 ノ チ距

宝／ JI〆 リ 於 一 Jレ 員百一
:::? yコ、二 務 セ ii四田 濁 離

テ 約 プ 十 弓壬 佃i τ3 ク 所 サ 度 流 ヲ

流恐 十 J、 糎首＇！］ セ ア 掃附 ') 一 ノ 有
レ フ 一一 新

ノ 表リ JI〆 リ 諜 近 ジ B自 連 ス、
去 ク 米 ノ 泥 作 「、 而 セ 司王 ジ 度 Jレ

リ 卒 ノ 女日 土 用 、 ジ フ 方合 ノ プ J、 フじ

遭 均 箇 キ 及 ヲ 流 プ 1ノ プ 、 J、 時井 4 山

難約 昆 堆土 戸」え主 失 フ巳 ア 濁 女日 秒事

鉱一 -r- lとと土三- 積砂 ケ ヲ 山 完，＿，＿玉' 流 る〆 コζ 一 務一
夫 米 泥 帯 ヲ ス 兎 事 盤 ノ

，、、 十 所

ノ ナ 土 ノ 堆 ジ v 務 ヲ ；亘 キ 入 一
談 ヲ ノ 中高 和 プ タ 所 現過 資 米 i尼

ヲ 三J F付 一 セ 樹 Jレ ノ J、 セ 料 水
一

綜 司王 着 十 ノレ 木 昔日 東 ジ JI〆 ヲ 推 ノ

メιι』、 ノ ぺ‘三 米 昔日 及 分 音E 百d出3 得 算 襲

ス 、 Jレ 乃 好額約 者リ ヲ サ セ 来
,.,,, 女日 ヲ 至 約 Eモ日ヨ 十 万全 セ 検 ') フ セ

ミ／ 見 五 J、 二 ・ア一 フ .A ジ Jレ Jレ
、

泥 叉 タ 十 十 建 米
ノ、 v ノレ モ J、

水 フじ リ 米 米 留 ア Wr タ フじ 爆
、 、

流 山 是 ア ミ／ リ ノ JI〆 1届 山 整

走 事 ジ リ 反 プ 京日 表約 事 後

ノ 手芸 ヨ テ フじ ツ 更 キ 土 一 務 約

纏 所 リ 礎 LU テ 官1] ノ 百 所 一
績 ヲ プ 存 事 桔 宜 表リ 厚 米 何？ ?3ト

時襲 濁 セ 1穿 J云司三ヨト 外 4官 サ ノ 近 一
間 ヒ 流 Jレ 所 上 1WJ ノ 古品 問 十

ミ／ ノ 樹 ノ 一 一 周 一 ノ、 於 秒、

1尼 品 木西 厚 J、 綾 米 樹 プ ナ

* サ 音日 サ 泥 木 ノ、 Jレ

J、 ヲ J、 丘 一 * ノ、 達 及 高 4、、
一 ，、
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火 米 遺 破 鎖積 克1-l玉, 火爆 t地 熱三 ナ ト

山 乃 距 壊 運 E壬旨三ト 塊 山 号菱 出 水 十 2、， ヲ

双 至 離 セ 搬上 灰 物 ヲ 秒 資 βQ 、。．？ リ 用 ーー 新 及 ｛宇 合 一 手ヰ ジ． 、
爆五 プ -!tヨaI ノ 散 爆新 ヒ メ ジ タ

号妥 米 拠 塊 毒事 笛L裂 熔 f地 Jレ プ 援 ノレ

’王E室Z.. ナ 出 J、 路 ジ 火岩 出 高 i足 9 モ、
日 リ サ 火 J、

、 厚 口 ノ セ i毘 ？！＜ タ ノ

J、 v 口 岩 ザ 南 火 プ ノ ノ ノレ ヨ

南 タ ヲ 塊約 音E 山 Lノ 泥 フじ モ ヲ

々 ノレ 遠 落 一 ノ 3車 タ * 山 ノ 多一
西 モ サ 下 粗‘ 火 ナ ノレ ヲ 事 韮正当L． 
ノ ノ カ ノ ノ 口 9 物 噴 務 ノ、 ノ

風 ノ、 /1〆 2詰 火 一 質 出 所 非 7~ 
ナ 火 メ 山 接 ス J、 セ ヲ サ ヲ

リ 口 従 破 主又 近 主 Jレ 襲 ノレ メ白入

ミ／ ヲ ヒ 壊 セ 一 ヒ モ 有、
ヲ 距 其 叉 予皮 Jレ 1暴 非 る／ R暴 セ
以 JV 数 J、 J、 箇 ！ミIー .A ~ 号菱 ノレ

プ 約 及 t里 Jレ 慮 火 ヤ 後 二を

火 五 大 1受 叉 一 口 日罪 ノ
山 百 サ シ 火 ノ、 附 想 想、 時 、

灰 米 ヲ 運 口 大 近 像 至リ 京日
ノ、 ノ 減 鉱 ノ サ ヲ セ セ ジ シ

硫 。 、
士世 争〆 草 西 右寄 フ d，、 プ f). 、

貰 黒占 火 a，、 昔日 成 ノレ f暴 積上一
LU 一 口 る現 山 米 -l:: 議 零 ノ
ヨ 注 西 路 Bl 乃 Jレ 一 ヲ 推
リ 宅J 方 ノ 一 至 安 ｛宇 高自 断、
北 其 下 ア 一一 山 ヒ 7J J、

々 大 於方 ノレ 米 tエ王, プ シ 勿
東

、
サ テ 一 硫 ノ ノ 恐 約 言命

ノ 。最 館i責 疋ιz王. ~三, フ 一 正． 
方 一 司E 落 原 塊 塊 ク 分 確

ノi¥



ーー ｛殻 汗5 火 一 山 火 山 熔四石 遠 J、 向
破鏡 J、 口 刀三 5車 山 3車 岩 O 紫 [I吊 積 一
珠下 不 底 ス ノ 5軍 ノ 火ー 魚手 ノ 雲 飛
ヨ 一 規 一 カ 熱 t地 山 ノ 輝 主也 上 散
ヲ 検則 司圭 ま日 度 最 出 5車硫 石 一 一 セ
成 ス 一 金正 ク iノ 後 前 上貰長 於黒 9 
9 Jレ シ 敷 最矯 ノ 一 ヲ 石 ケ ク 踏
少 プ -- 弓去 メ 馳 終 J、 合等 Jレ f!J 査
量 曹麺 散 遠 亦 出 止 之有 ノ [!.'f. セ 巨
ノ 双 麹 賃L距 縞物 セ ヲ セ ｛殻 双 フ 域
燐長 皮 ジ

、
同住 色 一 Jレ 見 リ 「日Ill ノ L〆 内

lk. 石 火 其 一 ミJ モ サ 2反 叉 F艮 プ
石 軍 山．大 達挺： プ ノ ノレ J、 ＿，・、 界第 方さ
微斜 f車 サ セ 色積 ナ ヲ i尼倣 ヲ 五 プ

目回白 証平 平 Jレ シ 灰 リ 以水 粒 確版 2、

ヲ 石 属 均 弓去 居 上 プ 流 ヨ よ‘ 積
p白、 紫 ジ 十 ノ Lノ ーー 降 下 リ ノレ 示灰
i‘ 蘇岩 五 J、 り 落 灰 ノ 成 コ ス ノ
古車 質 糎 火 火 下 J、 跡 リ ト カ 厚、
石 J、 ナ 口 山 シ 混 本 能女日 サ
及 灰 ノレ ヨ 弾和 水 散 所 .＞、 ク 。
撤黒 モ !} ノ 吉氏 流在 戸ノJ、 サ 明 五
1覧 色 時約 羽山 ノ 下 -t 析 リ 瞭粕！
石 ヲ 一 千 出 火 ノ Jレ 係 キ 一 乃
ノ 呈 一 一 サ 山 後 zιzョ' ノ 双葉 至一
斑 ジ 米 百 I/ 3車 ーす 塊分 J、 境 --'--ノ、
円 鍍 米 タ 一 プ 上析主 界粗！日日

ヲ i宰 蓬ー ノレ 接 経2 一 ヲ
有 賦 7- 及 匝 7- 1査 t住 ヨ 攻割 ジ

ジ ナ ;t〆 ，、、 かえ Jレ ジ 積 Lノ 官長 ジテ、
石 モ ヲ ，、 音E、 新 セ J、 片 得降
基 之 ノ 新 ふ~号唱.} 分 長ー ~ Pレ 百 車 タ 双
，，、 ヲ ア 爆五 d，、 -!£ 王・' 司王 好斜 Jレ 医

王 早良 裂 版 火 火 新 中 3軍 4:: 制t、 、ゴL



‘園周園園・血盟箇邑

（＝） 
噴 叉 晃a 弓去 リ 昇、 日宣 試期 一 司ラ 数 第 噴
出 噴 セ ノ 本華 色 一 .；・、 直 ノ フ 一 出
克 出 Jv ノ、 所 物 セ 数 亜 るR 多 ，、、 同 克
M 克 司E 疏 分 J、 Jレ 箇 硫 上 jJ ク 爆＊
~、 Wi ノ 酸 析寅 モ 庭 目安 一 リ

J...... 
裂ノ、

克 ノ ナ 第 係 色 ノ ノ 及 自己 シ 月 火
其Ir t且 Jレ 一 ノ 或 多 H員 硫 列 弓去 四 口
版 度 ，、、 鍛 分 d，、 ク 気 f七 シ 第 日 ノ

析赤
、

一 内硫 d，、 ジ 及 叉 孔 水 i也 一 踏
貰 一 疏 一 禍 石 ーー 素 下 同 査 外一
亜 百 自愛 ヨ 色 双 就 ノ ノ t暴 ノ 及
疏 度 世tニ孟f v ヲ 水 キ g七j 裂 裂 際 第
酸 以 達 J、 呈 ーー ア 気｛昨 火第 一、 一
克 上 ヲ 貰 シ ヲ ；邑 ヲ 一 口 一 同
；折 ナ ρr'..l 、 色 赤 リ i前 有 7官 底 同 爆
硫 JI' メ ノ 千品 試俺 ス ヒ ノ f暴 裂
｛七 ヲ リ ごE 色 験 酸 Jレ 生 司王 ~ιT、! グく
7]<. 0. 玉目区 ノ ノ セ 力日 oC ジ ノ 火 口
素 プ 台.，生4－ J、 モ Jレ、 里． ノ タ J、 日 底
オ立 克 ノ 硫 ノ 一 71< 立Efヨ乙 ノレ 向 附
蒸 1t日 銭 貰 ノ、 白 溶逼 ノ 噴 近 生
芳メー~~・ }I犬 臨ー 及 探 i均 液 ナ 観 煙 ノ セ

臨ー ！硫 2頃 硫取 ヲ 中 ノレ ア 日王 司：と ノレ

化 寅 J、 酸後 生 司王 リ 盛 ノ 噴、 、
餓 ノ 恐 第数 セ 克 時 噴 ナ ノ、 気
等 J'C出L フ 一 日 Fレ ftjj・ 一 気 リ 坑 干し一
ヲ 弓云 ク 餓 司王 ヲ 無 手L キ ノ

戸白、 多 盤 ヲ シ ノ 通 ニ~j七 ヨ 噴 目立 数
メ 11 イ七 メ白入 プ ナ セ ーヌR 9 気 気 ＿，.、

Jレ fレ ヰお 、、、 白 カ ノレ ノ 噴 干し ノ 数

司＝
，、、 叉 色 リ 一 ごE :±I ノ 柊 百

ノ シ’ 三／ 白 キ 直 ノ コζ 或 ~~. ヲ
、 ~n プ 色鑓 チ ア Jレ 者 セ は
京日 チ ーと ノ セ 一 リ 克 ノ、 Jレ プ、 。
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森 ノ 美 誠 所 上 建 プ 女
林 ナ 瑛寺 d，、 官日ヨ 築 l/ 一

非公住 種 一ノ ヲ 村九 流 良
f主共

物 タ 名
被 。失 野 建宅 ノ Jレ 行
害 於 坪 ジ 村 宅 物 被 弓壬 街

及
、 、

ケ 日 被 棟棟棟 害 一 不一
Jレ 主 ノ 害 数数数

ムノ、 名 明SU 
流 ’品＝呈z・出 ／品1J、 月

ノ 四
失 良 三円主 共 死 名一 日
pヨ2且K・ 野 年 建 一 －ノh、 i市 上 現 骸 負失

一 一 一 宮 tF. 屋 尋 曾物 全 J、 f基
d，、 P出昆‘ 倶 中 一

宇苦主
良 各

遠 七。四九 野 村
美 加フtミ主 日

浸 村 役 ク 名
瑛皐 昔〆戸E、、 新

ノ1 五
水 場 上 一二一九

i思 校 一 尋 ノ
守目ヨ ジ〆戸、、 流 美 調泉 一八常 一一 七

失 良 プ
査 、

日白司
--'-- 坪 全 野 十／、

斗三 瑛、ー”’
山 。ノ、 事 潰 ヨ 市 九
f毘坪 全校 7受 ヰ寸

11/ 街 名） 

泉 J、 潰五 水
「‘ ノ

及 竿 ジ 。 流
中 テ 死

美 潰ー 草坪
失

濁 骸、、戸J
全

宅＂ョr
瑛 ジ 分 及

£潰ド 良 流 J、

原 大 青 農 11lf ノ 事
里子 雄 年 産 浸 村 2詰 務水
一 寺 曾物 メ 所一 （ 

｛具検 流十 五 押 附
--'-- 築査

ムノ、
1)；、~－ ム仁Z‘ 流 近一 ／、 ヨミー 二 八一

坪 部所忠良 会 サ
） 

J、 --'-- 第 法宇 l/ 於，、 一

ア 浸 。一 。問九
タ ア一

* 
:l±p 匝

l5、＝喝ζ・
事量

セ 及 振
/¥ 4ノ、． 

水 見ミノ 一
司と リ 専 出 セ



十

勝

岳

ノ

中

腹

海

抜

千

米

附

近

ヲ

境

界

ト

ジ
、
其
上
部
川

A

と

柄、
ま
つ
、
ゑ
ぞ
ま
っ
、
し
ら
か
ん
ば
、
た
ら
等

ジ

ア

密

生

シ

、

其

下

部

海

抜

六

百

米

附

近

？

ア

ノ
繁
茂
ス

ル

針

澗

葉

混

靖

林

は

ひ

ま

つ

帯

ジ

ア

所

々

一
散
在

時

ノ

ア

リ

ジ
ァ
、
樹
幹
下
部
ノ
直
径

0
・
三
米
乃
至

0
・
六
米
ノ

モ

ノ

多

ク

一
米
ニ
達
ス

司と

Jレ

是

等

ノ

森

林

中

ヲ

濁

流

ノ

流

下

セ

ル
際
、
其
中
央
部
ノ
水
流
激
烈
ナ
リ

石

ト

栴

セ

ラ

ル（
第

四
版
第
二
闘
）

木

川

表

土

ト

共

ユ

流

失

シ

、

大

部

分

ハ

上

富

良

野

市

街

ノ

西

部

二

堆

積

セ

エ

田

畑

ノ

被

害

（

六

月

三
日
現
在
、
各
村
役
場
ノ
調
査
ニ
ヨ
と

四
九
五
（
町
歩
）
一

三

O
（
同
）
一

二
四
九
（
悶
）

一

ニ
O
（

同

士

王.9i:

ヰす

上

皆
同

良

野

村

ヨた

額

}jlj 

四
二

O
（
町
歩
こ

二
六

O
（
同
）
一

同
…
間

水＆

水i!U 

ー
山
川
也
淡
或
ハ
流
火

力

～

浸

水

ホ

錨

道

線

路

ノ

被

害

（

下

富

良

野

保

線

事

務

所

ノ

調

査

エ
ヨ
断

富

良

野

線

上

富

良

野

瞬

、

美

瑛

鐸

間

ノ

線

路

一

哩

三

十

八

鎖

間

ハ

泥

水

ヲ

蒙

p
、
其
中

一一

0
・
五
（
町
歩
｝

一

二
0
・
0
（
悶
）
一

0
・
八
（
向
）

一

中

富

良

野

村

シ

箇

慮

ニ

於

ア

リ
、
其
量
約
十
八
高

,(:>.. 

"' 
四七
七0
0五

O五

同区 1¥ll 
｝乞 ｜

五
O
九－
A
（
同

ニ
0
・0
（
阿

樹
哩



プ 吹 シ 踏亙黒 前 噴 立日乙 爆

爆上 ヲ アiiミ． リ 煙十 ？草 ア 議 日 十

議 1思以 営黒 ヲ 一 ノ、 リ 後 i苛 一、
車鎖、泉 ア 時煙 吐 時 普 一 鳴、

閲 火 J、 ヲ キ ー十 遁 えトA唱 動 ノ J、

係 於 山 既 吐 降 一 白 ノ 止 ,..-... 
開 流一 人ア プ 活 一 キ 2足 分 色週 、、、 通 失、 ＼ーノ

ノレ 六動 最 ア ナ 期 卒 ヲ セ

司王 月 ノ、 噴 後 リ ノ、 ノレ ナ 穏 爆 見 リ

ノ 四 日現 気 ノ 翌黒 司王 ク 一一 ~~ 立与
タ 退

ナ 日 次 孔 ごを 七 煙 時 多 復 9 水

Jレ 午衰 ノ、 ノ 日 昇 一 キ セ 後 後
ヤ 前退 噴 J、 リ 黒 時 Jレ ノ 復

否 一 シ 煙 黒
ノ、 約 煙 J、 司壬

状
奮

ヤ 時 ヅ ヲ 煙 午 五 ヲ 一 新 工
不頃 、 終 ノ 同日 分 吐 時爆 況 事
明 及 ア 止 高七 問 キ 問 裂、
ナ 習ー ノレ シ サ 時纏 少二 グく 着、
リ 五 モ 叉 約宇績 主主豆ヨ． 同 口 手－
日 ノ 噴 五十 色／ ノ 内 内 シ、
午 、 煙 百 時 ....L・ 降外 五，‘、

前 女日 ノ 米 竿 日 主え ナ 昔を 月

四 シ’ 量 午 午 ア 1) プ 一一
時 部』 及 後 後 Jレ キ 』』：..・ 十F、

頃 次 ，、、 一一 ::I 月 七一
~~ 減、 リ 時 時 四 日

震 少
__,__ 
四 ア 日 工F、、

ヲ ヌ、 時十 リ 頃 事、
戚 ノレ 五 分 ~p J、 ヲ

シ 司壬 十 チ 柊
タ ノ 分 ノ、 ....L・ 銃三 リ，、

ノレ 弓三 ノ 約 月 ノ 翌
司王 多 四 F「 京日 一一 一
果 カ 同 分 日 キ ー「

ジ 1) 一間 午 爆 八

． 
二
四



ヲ 期 ，］ ／＼ ノ 一 新 疋u玉, 火 離 ナ 嘗十

以 熔 同 中 向 爆 －＇・、 山 ノ リ 初勝

プ 完u玉, f旭 •L' フ 裂 海 活 地 ミJ ノ 岳

従 ヨ 出 －＇・、 一 火流動 ．守 カ 爆今

来 リ セ 百I ノ 日 コぇ ノ テ 其 議 同
-i- 撒 フ 次 ~~ ノ Jレ 現 多 f麦 J、 ノ f司、、

勝撹 v 北 線 位 ーー 象 主Sヨ主~ 約 少爆 九
西 至リ 四 量議

、』J
岳・ 石 ~ 存 置 ノ

ヲ ヲ ノレ 方在 及 フ るノ 泥 時 ノ .＞、
結

中 p白、 火 一 ミ／ 噴 サ プ 水 間 泥ニ

'L' .t... 山 移 今 気 リ
J、 ヲ 一* 箇:::z 3車 動 同 干し シ 流 三／ ヲ 薩

シ ノ ス ノ ノ カ 爆 ジ プ 流 一一 論
プ 多 岩 Jレ 爆 配 火殺 主え 起 ミ／ 爆
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PL. I (Sato） 第

第一図 上富良野市街ヨリ十勝山脈チ望ム

版

Fig. 1. Tokachi range viewed from Kamifnrano. 

第二悶 西方ヨ 1）見ダ Pレ新爆裂火口

Fig.日.K巴W crater seen from vV. 



PL. II (Satδ） 第

第一闘 西南方ヨ＇）見ダ Pレ大爆裂火口

版

Fig. l. Main explosio11 crater seen from s:w 

第二回 硫黄山北部ノ小爆裂火口

Fig. 2. New ~raterlet onもhenorthern slope of hrnyama. 



PL. III (Satδ〉 叫 第

第一闘 硫資山西麓ノ噴気孔跡

版

Fig. I. ExもincもsolfaもaraaももhewesもernfooもofIwoyama. 

第二回 上富良野平野ニ 7巳滋セ 1V泥水

Fig. 2. Flood of muddy water on the K乱mifur乱noplain. 



PL. IV (Sato) 

第一悶 卒山鉄業所元山事務所 阿J近濁流ノ跡

Fig. 1. DeYasもationcaused byもheflow of rnuddy waもernear 
Moもoyama.l¥lining OfficP.. 

第 二図 上 IX良野市街西部ニ堆積セル涜 木

Fig. 2. Accumnlatiouりfwood transported by muddy water. 

第

四

版
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正 理主 ') セ 有 ト 〆、、、 フ L〆 r凸」.＿. ナ 期 品事 緩
ー十 ノ シ リ － ー 1倖 フ サ 三／ 坑 ヌ． ノ 事E 慢
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鎖 ｛宇有 或 9 ナ ノ ノレ 採棺銭 探 斜、
ヲ ス ス J、 ，、、 シ 間 錨i取 石 錫i掘坑、 、
叉 Jレ 一 放 7-・ 結 ヲ 石 セ 方 セ 一
硫 場 般 身f ン 日日日 充 一 リ 月平 シ フ 方合
化 ノ口～ 』犬 ，、、守d、> ノ、 境 シ ト 石 プ l/ プ
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J、 或 糎 京 定 短 一 件 J、 ノ 位

ー「

四 J、 錨 ス 事由 ノ シ シ ，、、 弘＼~ ノ

｛仏i 結 建 抗＇；~ Fレ 庇 席、 ，、、 ブ ア 石 疏 ，、
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9 鎖関 果 メ 一 リ 海 江一 貫 亜一
銅 ヲ 製 ヲ テ 活意： 岸騨位 一 話b
鍍 探鉱得試寧坂 一 ヨ 置 付酸

ト 掘 所 ス 掘 路併 リ 及 キ ，，、、
共 シ 一 同 一 玉 ナ 列西支 ー十

ーー 同 賢 四 着 i工 L〆 セ 北遇 玉 医！ 一一
枇八 却年手鎖 リ二 七貫、

江管i 年 セ ーー シ 山 司王 萩粁本 十入

ヲ J、 リ J、 f麦 ノ 青 玉 及鏡 鍍 銭 9 

採最大林大蓄長 江 同 山 ノ ノ、
山掘 正 安 正 キ 谷 運箱司王

一一
J、

ジ 隆六三二沿 玉 見 見 山 賃 詰

鎖盛年郎年草 江 ヲ 廃 日 ヲ メ

石 ナ 七 ノ 木 ノ、 間 経 ヨ 牒 要 ’ト

J、 リ 月 所村記 J、 プ リ 阿 ミ／ ナ

本 v 久有来録甚下東武 夏 v 
鉱 原 蔵 ナ タ Fim 約郡 一 馬

山 云鎖 ナ ノ ク 綾 一 二萩 阪 車
フ 業 所 明 傾通粁町 紳

方合 大 株銅有 す3 会：l ス ノ 地依

プ 正 式鎮 一 ナ ヲ Jレ シ 西 方 ヲ

選 十 曾年間 フ ナ 牒 ア 方 山

鍍二世産 シ ヌ． ジ 道 日 がJ 事前 陽

ヲ 年 ノ 五探最交 ア 本 四 法線

行迄 所 六鎖近 通 ヲ 海~＇－r シ

ヒ J、 有十 ヲ 大 ノ、 青 一 ノ 販 君日

大銅 ト 高鍛正 甚長 面 青 責 騨

分鍍 ナ 貫績元 タ 谷 ジ長 セ

牒 ヲ 9 ヲ ミ／ 年便 一 事谷 リ 運

佐採 爾採 タ 藤 利見 務 搬

賀 掘 後 掘 L〆 田 ナ 間 所在 セ

閥 v ヲi 三／ 5爾 リ 一 及 リ ヲ

製 同 績佐 モ J、 坑萩 其一
錬年 キ 賀好郎 自主 口 るR 問

所 ヨ 銅 ノ 結 始 ア J、 玉 百 六
四



本 鎖｛宇探 テ ア 鍍 石 黒 セ る〆 セ 一一
動E床 シ鍍 鎚 リ 床 風雲 リ プ ア 1也事官、
山 ノ 鎚中 幅其 J、 信母 盤角 レ質透
ノ 地石 ナ J、 走砂 子花岩傑其及 ジ

主表 ..＞、 !} 。向 岩 鍍出 中 朕 屠鏡製
要 石 ト 五 ，、 及 及岩 ノ ヲ 向 床錬

鍍近英 ＝λ 米主之 磁 －＇・、 磯呈 ..＞、 ス

石 キ 及 鍍 .t::J. ト ヲ 餓紅 J、 ス 明 砂
J、 部方石 -r- ジ貫 鍍 白 主 Jレ ナ 克J.1三, 

貰 好解 ノ，、 ナ プ ク ヲ 色 ト ::r フ 及

空間 ノ、 石 主 ヲ 北黒 去Ct、 ヲ ミ／ サ 盤

鉱酸 ナ 四 E三~ 有呈 プ ア レ岩

友化 ソ 三／ 7- 十 母 7- 三／ 手首 リ ヲ、
証平 三〆 ト プ 既五花 主稜叉 司王 貫

釦lヨL ス 黄 掘度 岡 角 花 略 キ

鍍雀 i；；銅 鎮西岩 三／ ヲ 岡 束 プ

石 石 鎖 服傾 中 プ 有岩西黒

ジ 或 a，、 一 ..＞、 奈ト 一 正 ス ーー ナ τ骨Zコ子ず

プ 屡 シ 黒 J、 匹 長 ノレ 接 リ 母

一褐 々 プ 雲稜月台 石 桂樹 砂花

般銭母 ま軍 母 7- 石岩セ岩 崩

鍍岩銅 花 宝J Jレ 英輝 Jレ J、 完J.1王, 

塊 ヲ 中銭 i両 プ 鎖 黒緑附黒 ア

月犬 産 一 疏 岩南版 雲凝近灰 リ

ヲ ス 事長 石~t 中西 一 母 1釆 J、 色砂

ナ 染銭 一 一 辛／ 及 岩織或岩

ジ 3犬 鍍 存十 プ 斜 及 密 d，、 及

蹴 態 理 ジ度 主 長 理ナ 灰盤
：，品守AヒJ， 、 ヲ 銅 砂乃 要 石 岩 Jレ 色岩

ナ ナ 鍍 岩至 ナ ヨ ヨ 意占 ヲ J、

lノ ジ 貰 中二；t- リ リ 板呈 中

プ 錨 ノ 十 司王 成成岩 シ 世

弓三 月台 鑑 モ度 ノ ヲ /l〆 ニ堅統

雇主 目玉 ヲ ノ ーー 五 燐 移硬

六五

々 ジ 随 J、 ジ 枚 吉氏 化 稽



島自 錨鎖 ラる J、 選 集 四 持， ミ／ 各 v ノ、 多

製 石 ナ 5同 鍛 メ 採 -t 其 :t}L 塊 。孔
』寸

長銀 J、 於 9 ノ、 ト 掘 ジ 道 月犬 。3犬一
所 本 プ ト 五 キ'It ロ 及 弓E サ ノ、 或 。ヲ

」

一 錨i平 z % 強 選 未 数 南 .＞、 七 ナ

村t山 均 フ 銀 ヲ 依鏡 タ -r-西結 乃 ス
詮 口E口J 枇 O 直 ヲ 盛 米 一 日回日 至 ~ 

ミ／ 於位 鍍 。径 プ 上 況 乃 向 ヲ 。ト
プ プ 一 J、。約 蓮 向 ヲ 至 ツ ナ 。ア
製 精 。特 七 九 搬階 ヨEヨI 一 テ ミ／ 一 9 一 一
錬→ 錬% % 糎坑 段 コt 百 閲 I仁IJ口 五 口E口J 

ヌ． セ ナ 之 中 一 口 掘 Jレ 数 坑 位 % 位、
鉱同 ス リ ヲ 破 ノ 一 十 セ J、 ナ ノ、

所 選 選 J、 砕選 プ 至 米 フ 平 ヲ 一
一 鍍 ヱミ Zリ 銅 三／ 鍍採 フ 一 v 均 五
方合 場 フ セ 九 上 場 掘 メ． 及 :!:JC 一 z ラ4
プ ヨ ;;r. 五

鎖中
三／ ヒ 口 。フ 乃

J、 リ 銅 % 搬 タ 海 J、 % 硫 至
直 直 鍍銀 鍍 出 Jレ 抜 海 ナ rttt 一
話じ チ ニ。 下 三ζ 鏡 約 面 リ 錨 四

酸 一 附 0 企理E良1€ 石 一 ヨ 鍍 % 
J、 舶 着 一 ノ J、 十 リ ヱZ J、

一
5同 セ % 一 之 米 一 フ 銅 ジ一
鍍搬 ジ 上 種 ヲ 海 米 鍍 プ

製 入 メ 鍍 一 人 面 乃 ノ 少
鈍」 シ 其 J、 手 背 下 至 高リ 主主怠主

ノ 海 品銅 選 ーー --'-- 十 産 ノf、
際 路 位 一 コぇ 依 米 米 物 銀、
面リ 一 .＞、 四 卒 リ ノ 高 ヲ

産 依 下%均 テ 間 ク 三J 人口

物 リ 中銀 口仁3口 運 ノ 海 ア 有

ト 九 上 0 位 融 鎖 J手" 採 ミ／

シ 外l ノ 。，，、 官L 服 ーー 掘其
プ 佐 各二 下 道 ヲ f井 セ 口D口

煙 賀 精 五 領 一 採 衣リ フ 位 六
六



本 1:ffl l時 北 ー 本 媒、
事長 f自 ノ 西 位 大大大大大 鉱i ヲ
rll 村 雨 置 正正正立 つ口 rll !) 

一 下 港 位 及
-f・ + -f・－f・

ノ 之

達 111 一 ;:7.. :x:』こ． 四三ニ 最 ヲ

コζ ヲ 通 津 逼 笹
年年年 ~1：年

近 製
Jレ 事E Jえ 手口 度皮皮皮皮 五 7-

ケ 一一 一一一一一一
一一 プ Jレ 野 本 ケ

両な 乃ミ 示ヲ 町 鍛 谷
採 年

言巳 一 ヨ 山 ノ

ノ 村 ヲ J、 鍍 鍛

芦田 長 手千 知i島 山
銑 産

一一 一一 一一 一一一 一一一
迫 副l ノ 迫 キ艮 いI 凶六 i"Iー 額

村 県主 町 J孫
三 一 六九三、 園、－、－、喝、 ノ、
九一 0 際i }L 

下 至1] 道 下 鹿 八八六 O 三高 次

rll Jレ J、 rll 足 0 0 0 0 八官 ノ

ヨ 間 本 及 郡
精
主日

ヲ 約 担n木 木 ミ／

コζ 一「 山
ノレ 四 ノ 村 村

鎖
弓三 事f 多C 長 及 一 一一一一

；邑 同l究目
一五六九五

ノ J、 三 O 六八五

λ，＿.... ヒ 上 迫
、喝、司、司、『．

ト ヲ 一七二院l え

オミ 期 ノ 経 やI
A、 4，、4 一ー 一 一I言叶包J

五八九一 三世

音E ノ 車手 プ 一

村 采 毛主 rli 跨
長 メιι3、 ヲ 口 リ

百I] 白 ナ ！際 山
ヨ 動 ス 11可 陰

リ 車 津 武 線

コに ヲ 手口 若日 津
Jレ 通 野’ 須 手口
司王 ス 騨 f左 野
ノ tJ.J ヨ 及 騨

八七

オ之 !) 江 ノ



f止 シ’ 生 質 ノ 鉱 タ ー ヲ3 道 一 一 ア、 一
生産 説 Y白 業 リ モ z’・B' フ ア 粁用 リ

仰鏡銅 長 権 停草
、

明 ス v 一 ヒ 各
キ 吹約 書 ア 者 :z'¥ フ ジ フ 里

鉱ii主 五 参 v タ フ Jレ 本 司王 プ ノレ 道

山 熔 高
日召 Jレ 爾所鍍 車 本 前 ナ
） 、

ノ を皮 斤 其 司王 堀来 一 山 j馬 ~!ftt 者 v 

面 注 後 断 藤極 依 ノ ノ 山 ノ、

目 異 詮 自前 績 十績 v 号妻 フエL';.; 緩 モ

ヲ 吹 宝／ 次 三／ 良日 ミ／ J、 見 通 連2 i霊 充

一 法 タ 坑 プ ノ プ 弘年 不 ス ナ 丹、
キ耳 等 リ 混稼 祖採 安 月 能其 ノレ 車、
セ ヲ 大 i~定 4子 先 掘 ノ 及 ノ 1外 坂馬
リ 探 正 t友 セ 堀 セ 頃 営 箇 同 路 或、
用 左 君15其 一 v フ フ ~ E、 時 蕗 ヲ J、一

後 ジ 年 生 v 右 E〆 ヲ ノ ア 青 上 自
坑 大 一 産 明 街慶 ヨミ 扶 ヲ 原、 Jレ 動
道 正 ＿；・、 銅 治 p~ 長 Jレ 台包 本村 ::t 車

大 四 空 一 一 ーー 五 ::t ノ、 鍍 鹿 ヲ一
年 気 ケ -r- 其年 言巳 山 ノ 約 遁

延 一 厘z 月 年 業大六銭 ノ 谷 』.L・
ジ，、、

長 J、 搾 約 一 ヲ 率升本亡 百 ノ 二千ぇ三． ヲ 粁得
宅／ 原機 一 至 管 代 五存 遁 経 叉 ノレ一
事 動 産主 高 L〆 よ‘ 官 十 フ、 J、 プ 後 ヲ

業 力 岩斤 ヲ ::t 大 年 JI; 一 山 者 f). 〆’『、
ノ ヲ 機 明 一 久 前 弓云 般 陰 プ一 J、

見 石 ヲ 治 十 ヲ 保 ヨ ノ 一 事官 念製
ノレ 見 草さき只又＆ 四 高 允石 ヲ ナ 便 青 坂 口0口

，、、 7]( ケ 十 分 許 見 既 ク 利 原 路 或
キ 力 熔 一一 セ 守 一 日羊 ナ 騨 ヲ ♂3・、

司王 電 鎖 年 須 リ ノ 採 ナ リ 一 上材
ノ 気蝿 佐 爾支 掘 フ 遁 Jlン 手ヰ
ア 株 ヲ 於 園 来 自己 セ ス :z'¥ ス ::t ノ

中
、

リ 式 改 プ 申冨 事 フ 然 ：フ Jt〆 運、
ジ 曾 築 d，、 地 業 現 1〆 v ，、、 里 約 搬 六

へ



v 1罰 ウ J、 タ 或 之 ノ fi 曾 シ’ モ シ 司王

乙
l 

捨 リ 鼠 社 運 且 大シ J、 ヲ ノ、 ごE

ア 園 i‘ 石 明 牛 す分 取 レ ヲ 牧 搬L ヅ 正
」 」

ノ ヨ ノ J山i口ゐ 馬 末 ナ ジ ジ 支 不 同リ 七

頑 リ 茶弔又店 シ 十 ノ ト Jレ 司壬 / i賞 年 牛

勢 1J~ 掻 プ 七 武 ジ 世ゴi ノ fili ノ、 能 大 末
ノ、 手合 膏1放八 取 プ 議 一 祉仁 ス 7-K 銅
容 セ 棄 ~ 持1大 ＿，＞、 ミノ 目立 I司 ナ 筈 債
易 フ ジ セ ノ 森 製 プ 製 年 Lノ ノ 暴

一 v 実． リ 交 11: 代 f伺 ，白当S’ 羽1
L.. 1詰 落ノ、

其 モ／ 主党 最 亜 ’マ 昆 ｛乍 時 ヲ 月 斗ア メ ノ

産 司王 果 3丘 話b リ ーー 業 ノ、 11 v 4苦J; Y局..-.. 

額 f丑 偉 米 酸 三〆 キ内 ノ ι1叱’rた一1究. 7’ ι ． ノ、 至 ノ、 Utt' メ
ノ 界 大 園 製 司正 メ 一 業 シ リ 製 ノ 緊

復 大 ナ ーー 銀 維 ジ 音E 的 メ 辺1・，パ2、' 王 縮

奮 戦 ノレ 於 ヲ 子店 メ タ タ－ ュ f'J~ 守＇il[ ヲ
ヲ 以 ラ 試 後 タ Jレ 欝 ソ 付c ::is 運 力日
三午 後 依 中日 、、、 ノ、 Jレ を日 ·~手 1rn !LI ヲ 制t J、、

サ ノ、 園 タ 欧 司王 @Ff,~ ~ 司王 イヒ 中 道 タ

ス 1簡 需 ノ 2レ 米 ノ ノ サ 笹 JI二 t告 リ
途 乙 要 害 司云 ヨ ナ ；版 リ ケ 休 シ タ 夏

一 図 J、 晶、 失 リ リ 施‘ ミJ 谷 LIJ 採 リ 一、
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The Eruption of Tokachidake 

BY 

H. aATo, Geologist. 

(Abstract) 

’l'ho emption of Tokachidake, which was accompanied by a 

tremendous flow of muddy waもer,tool王placeon 24もh,May of this 

year. The writer visited this volcano shortly after the eruption, 

and the peesent reporもisthe resulもofthe investigation carried 

out during the visiι 

Tokachidake, situ叫eelin the middle portion of Hokkaido, is 

one of the acもivevolcanoes belongingもothe Chisbirna volcanic 

chain which extends from Tokachidake through Meakandake 

and 01drnndake to the volcanoes of Chisbima. It forms a triple 

cone, a small conもralcone called Iwoyama boit1g surrounded by 

a double叩 mma. The sommas are not perfectly preserved, and 

the northwestern parts ofもheirwalls seem to have been taken 

away by later eruptions. 

Tho whole mountain is mainly built up of two-pyroxene 

andesites and an al!・o'lomeratealthouo-h some nar臼arecovered 
bb ’ b j-

with volcanic detritus. Of theもWO司pyroxeneandesites, the gray 

olivine-bearingもwo-pyroxeneandesite is believed to be the oldest, 

to whichもhograyish white two-pyroxene andesite and thenもhe

dark grny porous olivine-bearing two・pyroxeneandesite seem to 

have succeeded. Thus the hisもoryof the previous erupもionsof 
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Tokachidake can be known from its geology, but no records 

concerning their dates have been handed down. 

The recent activity of the mountain was preceded by sub-

terranean detonations which were heard intermittently since 

February of出isyear. On 5th. May, a tolerably intense one was 

heard, which af；もercontinuing for・13days ceased. Then afte1' six 

days’that is to say, on the 24th. the eruption occurred twice with-
OUもanyprevious warning. 

The firsもeruption,which took place nearly at noon, was not 

destructive, although a small quantity of muddy w叫erran down, 

buもthesecond one, about 4 hours later, destroyed and blew o宜the

western half of the central cone, whereby a new, horse-shoe shaped 

Cl＇叫er,about 420 m. long and 380 m. wide, was formed. A black 

smoke, carrying ash and steam mixed with gaseous sulphur, 

bursted o叫 ofthe crater to a great height. This main eruption 

was immediately followed by an impetuous flow of muddy water 

which caused a severe catastrophe in Kamifurano, abouも20km. 

west of the mountain. Foresもs,farms and rice-fields were swepも

away or buried, and 144 persons and abouも70houses were des・ 

troyed by this flow. 'l'he average velociもyof the flow was estimated 

叫 abouも15m. per second, but 叫 aplace 2.5 km. distant from the 

er叫 er,the velocity is supposed to have been about 28 m. per 

second. The high speed of the flow was chiefly due toもheinter-

mingling of the water derived from snow upon which the muddy 

water rushed down. The activiもyaももheer叫 ercontinued for some 

time also. after the cessation ofもheflow of muddy water and as its 

lasもsigna small quantity of a new lava was ejected in the form 

of bread-crust bombs. These bombs belong to a black slaggy 

andesite containing labradoriもe,monoclinic pyroxene, hypersthene 

and olivine in a glassy groundmass. 
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The most remarkable features in this recent eruption of 

Tokachidake were the tremendous flow of muddy water and the 

ejection of a new lava, although the eruption itself was not 

violent. 

Arsenic Ores in the Prefectures of Hyδgo and Okayama. 

BY 

T. AKAGI, Geologist. 

(In Japanese only) 

Arsenic Ores in the Prefectures of Yamaguchi and Shimane. 

BY 

K. MuRAYAMA, Geologist. 

(In Japanese only) 
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